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< Abstract > 

This paper is intended to describe novice nurses' recognition of the supports they receive from senior nurses. We 

collected data from 23 nurses with semi-structured interviews， and the data was analyzed using a qualitative-induc-

tive method. 

Findings that emerged from the data are as follows. The novice nurses were given feelings of“instilled energy" 

(which is“a rise in motivation")，“feelings of self-affirmation" ，“feelings they are able to make progress，" and so 

on. They “lost energy" (which is“a decline in motivation")， had “feelings of negative self image，"“feelings they 

are stagnating" and so on depending on “interactions (being able to step up )，" and “the relationship (being able to 

ask， express， and discuss)，" with senior nurses. 

Besides the novice nurses' feelings of “instilled or lost energy" being influenced by interactions and relationship 

with senior nurses， findings suggest that“the soil or the characteristics of the work place" also play a role. In order 

to develop interactions that instill energy into novice nurses， it is suggested that senior nurses need assessment 

abilities， communication abilities， and a strong commitment to the profession of nursing. 

〈抄録〉

新卒看護師は先輩看護師のどのような関わりをサポートと認識しているのかを明らかにしようと， 23名の新卒看

護師を対象に半構成的面接を行い 質的帰納的に分析した.その結果，新卒看護師は先輩看護師からの『く出来るよ

うになる〉ための関わりJおよび先輩看護師との r<聞ける><言える><話せる〉関係』によって「やる気の高まり」
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「自己肯定感JI成長の実感」といった『エネルギーの注入』を感じたり，あるいは「やる気の低下JI自己否定感」

「成長の停滞感」といった『エネルギーの喪失』を感じたりしていることが明らかとなった.さらに，新卒看護師

の fエネルギー注入/喪失』には『く出来るようになる〉ための関わり jr <聞ける><雷える><話せる〉関係』を支

えている職場環境やシステムといった『土壌:働いている場の特性Jが関連していた.新卒看護師にエネルギーが

注入される関わりをするためには，先輩看護師のアセスメント能力や，コミュニケーション能力，そして看護への

コミットメントが必要であることが示唆された.

上はじめに

今日わが国においては，入院日数の短縮化が進むと同

時に，入院患者の重症度は高くなり 一般病棟において

も高度な看護技術が要求されている.一方，基礎看護教

育では1989年と 1996年の 2度にわたるカリキュラム改正

に伴って実習時間は大幅に減少し1) 新卒看護師の臨床

能力低下が問題視され，卒後臨床研修め必修化の提言も

出てきた 2) 

このような状況において 各施設では新卒看護師を対

象とした研修プログラムを組んだり プリセプター制を

導入したりするなど 様々な取り組みを行なっている.

組織的な取り組みに加えて，先輩看護師は日々の勤務の

様々な場面で新卒看護師の指導やフォローにあたってお

り，新卒看護師が一人前の看護師になっていく過程に

は，先輩看護師からのサポートが大きく影響していると

考えられる.

先輩看護師は新卒看護師に対して成長を促し，より効

果的に関わりたいと考えているが実際にどのような関

わり方が新卒看護師にとって有効であり，サボーティブ

であるのかは明確ではない.今日までに新卒看護師に関

する研究は多く行われているが，新卒看護師の看護実践

能力の習得度や，職場適応状況，プリセプターシップ導

入に関する論文が多く，新卒看護師が先輩看護師から受

けているサポートに関しては，職場適応に関する研究の

一部として触れられていたり 3-6) 新卒看護師と先輩看

護師の相互関係に焦点を当てた研究 7-8)において検討さ

れているに留まっていた.

このようなことから 1999年に本研究メンバーのうち

臨床で実際に新卒看護師の指導にあたっている看護師が

中心となって，新卒看護師は先輩看護師からどのような

ことに関して，どのようなサポートを受けていると認識

しているのかを明らかにするために 質問紙による調査

を行なった 9)その結果， I統一性のある指導」ゃ「根拠

性のある指導」はあまり受けていないと認識している新

卒看護師が存在していることや 「共にJ1-一緒にJIゆっ

くり jという関わり方をサポーテイフやで、あると感じてい

る新卒看護師が多いことが明らかとなった. しかし，先

輩看護師側が質問項目を構成した調査紙による研究には

限界があり，新卒看護師自身にとって本当にサポートと

なる先輩看護師の関わりとは何かを十分に明らかにする

ことはできなかった.

そこで，新卒看護師は先輩看護師のどのような関わり

に対してサポートを受けたと認識しているのかを明らか

にすることを目的に 新卒看護師の就職後 1年間の体験

に焦点を当てた面接調査を行った.

Iロ研究方法

1園用語の定義

本研究では“サポート"を「他者が行なってくれたこ

とに対して，受け手が助けになると感じていることJと

定義する.

2.調査対象

福島県内の総合病院3病院に勤務する， 2000年4月に

新卒で就職した看護師23名を本研究の対象とした.

3.調査時期

2001年 3 月 ~4 月

4園調査方法

1 )調査依頼方法

最初に各病院の看護部に研究の趣旨を説明し，研究

協力を依頼した.同意が得られた病院に対して，対象

となる看護師の人数分の依頼書と 研究協力の可否を

記入してもらうための返信用葉書を，看護部を通して

配布した.同意を得られた対象者には，直接電話にて

面接の日時を相談し，決定した.

2 )データ収集方法

データ収集は半構成的面接法を用いた.対象者 l名

に対して，研究者 1~2 名で、面接を行った.面接は個

室で行い，面接内容は対象者より許可が得られた場

合，テープレコーダーに録音した.録音の許可が下り



なかった場合には，その場でメモをとり，面接終了後

直ちに面接内容を記録した.

面接では，就職後 l年を振り返り，先輩看護師から

サポートを受けたなと感じた場面や，逆にサポートを

受けられなかったと感じた場面，さらにどのようなサ

ポートを望んでいるかについて語ってもらった.加え

て，年齢，勤務している病棟，教育背景について尋ね

た.

5.分析方法

分析は，グラウンデッド・セオリー・アプローチの分

析手法を参考に，面接の逐語録および面接時の記録をデ

ータとして，質的帰納的に行った.

逐語録，面接記録を丁寧に読み，新卒看護師は先輩看

護師のどのような行為や態度をサポートと受け止めてい

るのかに焦点を当てて，データをコード化し，さらにカ

テゴリー化を行った.また，新卒看護師にとってサポー

トとなり得るか否かに影響を与える要因についても，コ

ード化，カテゴリー化して，それらの関連性について検

討を行った.

6.倫理的配慮

対象者には研究の趣旨を書面にて説明し，研究協力の

表 1 対象者の属性

内科系病棟

所 外科系病棟

産婦人科病棟

属 手術室

外来

4年制大学

教 短大(3年課程)

コ同民

ニヰ円t:. 
専門学校 (3年課程)

主万圭ミL 専門学校 (2年課程)
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可否は所属病院の看護部を介さず，返信用葉書にて直接

研究者宛に回答してもらうようにし 対象者の自由意志

によって研究協力の選択ができるよう配慮した.また，

対象者と同じ施設に勤務する研究者が面接を行うことが

ないようにし，対象者のプライバシーの保護を図った.

面接内容の録音は対象者の同意が得られた場合のみ行

い，面接途中でも中止できることを説明し，対象者の意

志を尊重した.研究結果を発表する場合には，個人が特

定できないよう配慮した.

なお，本研究は，福島県立医科大学看護学部倫理委員

会の審査を受け，承認された.

m.結 果

1.対象者の概要

対象となった新卒看護師23名は，女性が20名，男性が

3 名であった.年齢は22~27歳で平均年齢は22.8歳で

あった.面接当時所属していた部署は外科系の病棟に勤

務する者が多く 10名 (43.5%)，次に産婦人科病棟が5名

(21. 7%)であった.教育背景は 3年課程の専門学校卒

業生が17名 (73.9%)，4年制の大学の卒業者が 2名

(8.7%)， 3年課程の専門学校を経て，助産師学校を卒業

した者2名 (8.7%)であった(表 1参照). 

n =23 

人(%)

4 ( 17.4) 

10 ( 43.5) 

5 ( 21. 7) 

2 ( 8.7) 

17 ( 73.9) 

専門学校 (3年課程) +助産師学校 8. 7) 
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2.新卒看護師のエネルギー注入/喪失に

関連する要因

新卒看護師は，先輩看護師からの W<品来るようにな

る〉ための関わり，]，および先輩看護師との w<聞け

る><言える><話せる〉関係』によって，エネルギーが

注入されたり，逆に喪失したりすることが明らかとなっ

た.さらに，新卒看護師のエネルギー注入/喪失には，

W<出来るようになる〉ための関わり jW <聞ける><言え

る><話せる〉関係Jを支えている職場環境やシステムと

いった『土壌:働いている場の特性』が関連していた

(図 1参照). 

新卒看護師は，先輩看護師からサポートを受けたと認

識した体験を次のような言葉で、語っていた.r楽になっ

たJr安心したJr孤独やプレッシャーから解放されたJ

といった{解放感・安定感]， r希望が見えてきたJr方向

〈出来るようlこなる〉
だめの関わり

〈聞ける> <言える> <話せる〉
関係

図 1 新卒看護師のエネルギーの注入/喪失に関連する要因:“樹木モデル開



性がみえてきたJI道が開けた」といった[先の見通

し]， I大きな壁を乗り越えられたと思うJI達成感がでて

きたJI自信がもてた」といった{自己肯定感]， Iやる気

がでてきたJI頑張ろうと思ったJI前向きな気持ちにな

った」といった【やる気の高まり]， I伸びていることを

実感したJI判断ができるようになった」といった【成長

の実感]， I勉強になったと思う JI学びの深まりを感じ

るJといった[学びの価値付け】， I働く意味が見いだせ

たJI仕事が楽しくなったJといった[仕事の価値付

け]， I心強く感じたJI助けられていると感じた」といっ

た[先輩からの支えられ感]である.上記のように感じ

られた体験を『新卒看護師のエネルギーの注入』とカテ

ゴリー化した.

一方，先輩看護師から十分なサポートを受けられなか

ったと認識している体験は， I不安を感じたJI戸惑っ

たJI混乱したJI悩んだJI困った」といった[不安/戸

惑い]， I心細く感じたJI寂しかったJr切なくなったJ

といった[孤独感]， I悲しくなったJI辛くなった」とい

った{悲恰感】， I自信をなくしたJI自分が嫌になった」

といった[自己否定感]， I自分の成長が見えないJrどの

程度成長すればいいのかわからない」といった【成長の

停滞感】， rやっていけないと思ったJrモチベーションが

下がった」といった[やる気の低下]， r恐怖を感じたJ

F悔しいと思ったJI車内f専がいかないと思ったJといった

[先輩への反感・不信感】，という形で語られていた.こ

のような体験を『新卒看護師のエネルギーの喪失』とカ

テゴリー化した.

3. <出来るようになる〉ための関わり

新卒看護師が，看護師として行わなければならないこ

とを習得していくプロセスには，先輩看護師が様々な関

わりを持っていた.そして，その関わり方によって，新

卒看護師はエネルギーが注入されたり，喪失したりして

いることカf明らかとなった.

表2に示すように， <出来るようになる〉プロセスにか

かわる先輩看護師の関わりには 患者への日常生活の援

助，治療や検査など診療の介助，患者や医療チームメン

バーとのコミュニケーションなど看護師が身につけて

いかなければならないあらゆる事柄に共通する基本的な

関わり方と，習得しなければならない事柄によって特徴

的な関わり方があった.

『基本的な関わり方Jとしては [新人看護師への尊

重】【注意の仕方] (やり方の示し方] (経験する場の提

供]が挙げられる. (新人看護師への尊重]では，“新卒

看護師のできていることは 認める・誉める・任せる"

ことによって，新卒看護師は自信がもてたり，やる気が

高まったりした経験を語っていた.また，“急かされる"
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“矢継ぎ早に質問される"ことによって混乱を生じ，落

ち込んでいくという場面が語られていた. (注意の仕方】

では，“新卒看護師の言い分を聞かず"“頭ごなしに叱

る"ことに対して，納得がいかないという思いを持った

経験や，“患者の前で注意をする"といったことに対して

反発する思いが語られていた.【やり方の示し方]では，

“具体的に示す"“根拠を示す"“自分の経験を押しつけ

ない"“やり方を統一する"といったことが，新卒看護師

のサポートにつながっていた.また，新卒看護師がまだ

経験していないような場面には，先輩看護師の方から声

をかけ一緒に連れて行くなど[経験する場の提供]もサ

ポートとなっていた.

[データ] <新卒看護師ができていることは，認め

る・誉める・任せる〉

新卒看護師:やっぱり，新人なりに，まあ，足りな

いとは思うんですけど，やってきたこと，予習し

てきたことをわかってくれるような，そういう対

応をしてくれるような先輩，そういう人は，なん

か認められているような感じがして，頑張ってい

ることを認めてくれる…

面接者:具体的にはどのような場面で，先輩から認

められているなぁと感じましたか?

新卒看護師:看護技術をする時に任される.呼吸器

を使っている患者さんをタッピングとかパイプレ

ーターとかする時，末梢から中心にとか，ありま

すよね.ああいうのも(先輩看護師から)Iやり方

わかるよね」って言われて (私が) I末梢から中

枢ですよねJって言うと， Iそう，そう，そう jと

かつて言って….

『習得すること別の特徴的な関わり方』としては，検査

時の介助など[手技の取得]の際には「①手本をみせ

る・②傍らで見守る・③独り立ち」といった“ステップ

を踏ませる"ことが重要となっており，多くの対象者が

このことによって技術習得ができるようになったと語っ

ていた.逆にこのステップを踏まず，一度も見たことが

ない処置の介助を一人で行うように言われた際の戸惑い

を語った新卒看護師もあった.【コミュニケーション方法

の習得]というのは，患者や家族とのコミュニケーショ

ンのみではなく，医師とのコミュニケーション方法も含
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表 2 <出来るようになる〉ための関わり

新卒看護師のペースを尊重する/急かせない

新卒看護師への尊重
新卒看護師ができていることは，認める・誉める・任せる

新卒看護師の行ったことを一つ一つ丁寧に確認する/

“あれやった?" “これやった?"など矢継ぎ早な質問攻めにしない

基 頭ごなしに叱らない/新卒看護師の言い分を聞く

本 注意の仕方
新卒看護師を患者の前で注意しない/

的 場を移してから問題点を指摘する

な
具体的な方法を示す

関

わ 根拠を示して説明する

やり方の示し方 一つの方法を示す時には“自分が採用しているやり方"として示す/

方 ヨ分の経験的なやり方を押しつけない

先輩看護師がそれぞれにバラバラなことを言わない/

やり方を統一する

新しいことを経験できる機会を提供する

経験する場の提供

繰り返し経験できるよう機会を提供する

手技の習得 ステップを踏ませる:①手本を見せる・②傍らで見守る・③独り立ち

特徴的聞わな 習得するこ
コミュニケーション

方法の習得
モデルを示す

方り EのとIj シミュレーションを行二っておく
出流れ目の習得

実際の場面で，進行に合わせながら次に行うべきことを端的に指示しいく

まれている.この場合には，先輩自らが薪:卒看護師の前

で話をしてみせるといった“モデルを示す"ことによっ

て，コミュニケーション技術が習得されるという経験が

語られていた.また， ~“流れ"の習得]というのは，申

し送りの方法や急変時の対応の仕方といった一連の流れ

を習得することが必要な場面のことを指す.流れの習得

が必要な場合には，事前に先輩看護師がどのような順番

で何をしたら良いかを伝え，新人看護師がイメージの中

でその手順を踏めるような場を持つ“シミュレーショ

ン"の実施と，実際の場面では側にいて“次に行うこと

を端的に指示していく"という二種類の関わり方がサポ

ートになったと語られていた.

4. <言える)<聞ける)<話せる〉関係

前述した r<出来るようになる〉ための関わりJに並ん

で，新卒看護師のエネルギーの注入や喪失に関係してい

たのが，先輩看護師との r<言える><聞ける><話せる〉

関係』である.先輩看護師に対して，自分の思いや考え

を言えたり，分からないことや疑問に感じていることを

聞けたり，話し合いができたりするような関係ができる

ことによって，新卒看護師はエネルギーが注入されてい

た.逆にこの関係ができないと，孤独感や悲哀感などを

感じ，エネルギーの喪失を体験していた.

先輩看護師と新卒看護師との聞の r<言える><聞け
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1 )先輩看護師の特性(表3参照)

〈言える><聞ける〉く話せる〉関係を作り易い先輩看

護師の特性として， ['‘仲間"になりやすい存在]【仕事

の“できる"存在] [母親的な存在]というカテゴリー

が抽出された. ['‘仲間"になりやすい存在]というの

新卒看護師が認識する先輩看護師からのサポート

る><話せる〉関係』には，先輩看護師の特性やアクショ

ンと共に，新卒看護師自身の特性やアクションが関係し

ており，さらに新卒看護師の相談窓口を明確にしておく

ことや，一緒になる機会があることなど，両者の接点が

関与していた(図 2参照). 

新卒看護師

特

性

ア
ク
シ
ョ
ン

先輩看護師

ア
ク
シ
ョ
ン

特

性

《関係作りの接点》

窓口の明示

機会の存在

〈言える><聞ける)<話せる〉関係図 2

く言える><聞ける><話せる〉関係を『作り易い』先輩の特性・『作り難いj先輩の特性

関係を『作り易いJ先輩の特性 関係を『作り難いJ先輩の特性

〈“仲間"になりやすい存在〉 く属性的隔たり〉

年齢が近い・向性である・同窓生である・性格や価 年齢が離れている

値観が似ている・趣味が同じ
〈感情のノン・コントロール〉

〈仕事の“できる"存在〉 感情的になる・気分の変動が激しい

自ら率先して，きちんと仕事をする・論理的であ
〈近寄り難さ〉

る・自ら勉強している・周囲の意見も聞きながら，
威圧的・怖い表情・緊張感を高める雰囲気

自分の意見もきちんと言う

〈“非協動的態度")
〈母親的な存在〉

忙しなく仕事をする・自ら仕事をしようとしない・
面倒見がいい・甘えやすい・何でも言っていい雰囲

一方的な物言いをする
気がある

表 3
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は 2年目 3年目の先輩といった年齢の近さや，男性

看護師の場合向性であるといった属生による共通性

仁性格・価値・趣味など内面的な共通性の両者から

“近さ"を感じる存在のことである.一方年齢の離れ

た先輩でも，率先して仕事や勉強をし，論理的で，自

分の意見をきちんと言えるような【仕事の“できる"

存在]に対しては， <言える><聞ける;.<話せる〉関係

を作り易いと捉えられていた.さらに，面倒見のい

い，甘えやすい雰囲気をもった【母親的な存在]も，

このような関係を作りやすい先輩と認識されていた.

逆に， <言える〉く聞ける〉く話せる〉関係を作り難

い先輩看護師の特性として，【属性的隔たり] [感情の

ノン・コントロール] [近寄り難さ】 I“非協力的態

度"]というカテゴリーが抽出された.なお， [属性的

隔たり1というのは年齢が離れていることを指すが，

新卒看護師は年齢が離れていることのみから〈言え

る><聞ける><話せる〉関係を作り難いと述べている

わけではなく，それにプラスして【感情のノン・コン

トロール] [近寄り難さ】【“非協力的態度"]といった

要素が加わった場合に こうした関係が作りにくいと

認識していた.

2 )先輩看護師のアクション(表4参照)

次に，実際に先輩看護師が新卒看護i聞に対して，ど

のような声かけや行動など“アクション"をした場合

に， <言える><聞ける><話せる〉関係が作り易くなっ

たり，作り難くなったりするのかを表4に示した.<言

える><聞ける><話せる〉関係を作り易くする先輩看

護師のアクシヨンとしては， [自分をオープンにする1
1協働していく】【“出来ないこと"“分からないこと"

“悩むこと"を保証する】【新卒看護師の状況に合わせ

て，アプローチする] [問題をクリアしていけるように

導く] [“見守っている"というサインを出す] ~話しを

する機会を作る】が挙げられた.【自分:をオープンにす

る】に含まれている先輩看護師が“失敗談を話す"と

いうことは，新卒看護師が自分の困ってしEることを話

してみようとするきっかけとして，多数語られてい

た.また， [“出来ないこと"“分からないこと"“悩む

こと"を保証する]とカテゴリー化された言葉かけ

は，前述した【母親的な存在】によって実施されてい

たアクションであり，このような言葉かけで，新人看

護師は気楽に分からないことを聞けるようになった

り，今の自分でいいんだと安心感を得たりしていた.

次に，【問題をクリアにしていけるよう導く】の“失敗

を成長へとつないでいく"という先輩看護師のアクシ

ョンを例示する.

【データ] <問題をクリアにしていけるよう導く〉

新卒看護師:大きいミスをすると婦長さんの方から

「こういうミスしたんだ、って?J rと守こが悪かった

と思う ?Jって，一回話してくれるんですけど，

その後から「いきなり婦長さんにいって大変だ、っ

たねー」って，自分と歳が近い先輩の方からフォ

ローがまわるようになっているのかな?て思うん

ですけど.あと，プリセプターの人とか来てくれ

て，婦長さんとどういう話をしたかっていうこと

と，あと婦長さんと話して自分が気がついたこ

と，どうすればミスが防げたか，防ぐために今度

はどうしていけばいいのか，自分で考えられた?

っていう再確認をしてもらったりとか.再確認し

た上で，次の目標をその場で立てて，同じことを

繰り返さないようにって.私とそのプリセプター

の人との間で決めたというか，一度ミスしたら話

し合って，次の目標を立てるのに役立てようねっ

て話してたので.

一方， <言える><聞ける><話せる〉関係を作り難くす

る先輩看護師のアクシヨンとしては 【新卒看護師の特性

(性格・表情・話し方など)を非難する] [“出来ない"

状況であることを認めない] [新卒看護師の言い分を聞か

ない】【楽をしようとする】が挙げられた.この中でも特

に，性格や話し方など，本人の特性であり，容易には変

えられない部分を否定されることは，新卒看護師にとっ

てとても辛い経験となり エネルギーの喪失に直結して

いた.

【データ] <新卒看護師の特性(性格@表情・話し

方など)を非難する〉

新卒看護師:テキパキしている人は，自分のように

要領の悪い新人は嫌なんだと思うんです.頭にく

るのかなあ.話し方もゆっくりなので「話すのが

遅いJrもっと早くしゃべって」て言われたことも

あるんですけど….好きで遅くしゃべっているわ

けではないので，そう言われてもどうしたらいい

のかわからない….一緒に何かしている時や，処

置の時などの態度や雰囲気が冷たい感じがするん

です.性格的にも好き嫌いがあるのでしょうが，

自分は嫌われている感じがします.
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表 4 <言える)<聞ける)<話せる〉関係を『作り易くするJ先輩のアクション・『作り難くするJ
先輩のアクション

『作り易くする』先輩のアクション

〈自分をオープンにする〉

失敗談を話す・新人時代のことを話す・わからない

ことはわからないとはっきり言う

〈協勤していく〉

一緒に課題に取り組む・相互成長を認識し，フィー

ドパックする

〈“出来ないこと"“わからないこと"“悩むこと"

を保証する〉

「わからないのは当たり前JI皆始めから出来る人は

いないJI不安や焦りは当たり前JI言われるうちが

花だよJI技術的な面は経験だからJI泣くのもいい

と思うよJ

〈新卒看護師の状況に合わせて，アプローチする〉

悩み・苦しんでいる状況を察して，声をかける・や

り遂げたことを労う

〈問題をクリアしていけるよう導く〉

カバーする・常に新卒看護師の求めに応ずる・代弁

をする・具体的な解決方法を示す・失敗を成長へと

つないでいく

〈“見守っている"というサインを出す〉

新卒看護師の気持ちを思い図って言葉にする・新卒

看護師の日頃の様子について語る

〈話しをする機会を作る〉

先輩看護師の方から話しかける・誘う.I何でもいい

から話してね」と言う・メールアドレスを伝える

『作り難くする』先輩のアクション

〈新卒看護師の特性(性格・表情・話し方など)を

非難する〉

「さっきの言い方はなんなの!J Iすみません，すみ

ませんつて言い過ぎ!J Iニコニコして，わざと好か

れようとしているのではないの!J 

〈“出来ない"状況であることを認めない〉

「何で?学校でやってこなかったの?J I何で出来な

いの?ゃったでしょう!J 

〈新卒看護師の言い分を聞かなし、〉

「また言い訳をする!J 

〈楽をしようとする〉

仕事を押しつける・仕事量が増えたことに対して怒

る
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3 )新卒看護師の特性およびアクション

本研究では，先輩看護師からサポートを受けたり，

あるいは受けられなかったりした経験に焦点を当てて

インタピ、ユーを行ったが，新卒看護師は先輩看護師と

の関わりを語る中で 自分自身の特性や行動について

も触れており， <言える><聞ける><話せる〉関係に

は，新卒看護師自身の価値観や前提，そーして先輩看護

師に対する自らのアプローチが影響を与えていること

が読み取れた.

〈言える><聞ける><話せる〉関係に影響を与える新

卒看護師の特性やアクションとして 『人との関係の持

ち方の前提Jと『自分から行動を起こすか否かJが挙

げられる.例え先輩であろうとも 人間としては対等

であるという信念がある新卒看護師は，対等な関係を

望み，よって先輩看護師の{協働していく】といった

アクションによって，エネルギーが注入されていくイ本

験をしていた.一方，先輩に対して， [""聞いてはいけな

いJ[""迷惑をかけてはいけないJという思いが強い新卒

看護師は，【“仲間"になりやすい存在】としての先輩

看護師がいたとしても，なかなかく言える><聞ける〉

〈話せる〉関係は形成されず，先輩看護師からく言え

る><聞ける><話せる〉関係を作り易くするアクショ

ンをより多く受けないと，関係形成はされていかない

という事例があった.また 『自分から行動を起こすか

否か』という点に関しては 新卒看護踊自らが“言

う・聞く・話すようにしている"“工夫する・提案す

る"“言う・聞く・話す先輩を選択する"といったアク

ションを行っていると語っていた新卒看護師が存在し

た.このような新卒看護師は 比較的スムーズに先輩

看護師との間で〈言える><聞ける〉く話せる〉関係を

作っていた.

4 )関係作りの接点

〈言える><聞ける><話せる〉関係の形成には，上述

した先輩看護師および新卒看護師両者の特性とアクシ

ヨンが関与していることに加えて， r関係作りの接点』

が介在していた.r関係作りの接点Jとしては，“担当

者を明示する"“役割を明示する"といった【窓口の明

示1と，“一緒に組んで仕事をする"“食事を一緒にす

る"“職場の行事に参加する"“プライベートな時間を

一緒に過ごす"といった【機会の存在}が抽出され

た.

プリセプターや新人係など，新卒看護Il市の相談窓口

になる人物が決められていたとしても，その人がどの

ような役割を担っている人であるのか，何を期待して

良いのかを新卒看護師にきちんと伝えられていない

時，その人に対してどのように接したら良いのかがわ

からず，新卒看護師は戸惑ったという経験が語られて

いた.また， <言える><聞ける><話せる〉関係の形成

に至ったきっかけとして，“夜勤を一緒に組んだ"や

“勤務後に一緒にご

した"ということが多数語られていた.

5，土壌:働いている場の特性

今まで述べてきた r<出来るようになる〉ための関わ

り』および r<言える><聞ける><話せる〉関係Jが，新

人看護師のエネルギー注入や喪失の中核をなすものであ

るが，これらの先輩看護師の関わりの土台となる職場環

境やシステム，すなわち『土壌:働いている場の特性』

も新人看護師のエネルギーの注入や喪失に影響を与えて

いた.新人看護師のエネルギー注入や喪失に関わる『土

壌:働いている場の特性』としては，【人的環境] [雰囲

気]【仕事の配分]【配属] [成長度の評価基準] [ケア基

準1が挙げられた(表 5参照). 

“尊重する/目標となる先輩の存在"や“プリセプター

/新人係と接触しやすい勤務体制"といった[人的環

境L“前向きに取り組んでいこう"“育てていこう"“仲

間の一員とみなしてくれる"といった[雰囲気Lそして

“新卒看護師の力量に見合った仕事の配分"といった

【仕事の配分1が，新卒看護師のエネルギーを注入する

要因として語られていた.

逆に，新卒看護師にとって患者にひどい対応をしてい

る“受け入れがたい先輩の存在"や，勤務が合わずにな

かなかプリセプターと会えないといった“プリセプター

/新人係と接触しにくい勤務体制ぺ“忙しく・余裕のな

い雰囲気"“馴染みにくい雰囲気早期から他部署の応

援にいかなければならない，新卒看護師自身はリーダー

業務なんてとても出来ないと思っている時期に，リーダ

ーをしなければならないといった“新卒看護師の力量に

見合わない仕事の配分"が，エネルギーの喪失につなが

っていた.さらに“希望外の部署への配属"“受け入れ体

制が整っていない部署への配属"といった[配属]の問

題，新卒看護師の達成度を評価するチェックリストがな

いといった“達成度評価表の不備ペケアマニュアルがな

いといった“スタンダードの不明確"というような[成

長度の評価基準】や[ケア基準]が不在であることも，

「自分の成長がみえないJ[""混乱するJなど新卒看護師の

エネルギーの喪失につながっていた.
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表5 土壌:働いている場の特性

エネルギーの注入 エネルギーの喪失

〈尊敬する/目標となる先輩の存在〉 〈受け入れ難い先輩の存在〉

患者への素晴らしい対応-勉強する姿勢 患者へのひどい対応

人的環境
〈プリセプター/新人係と接触しやすい 〈プリセプター/新人係と接触しにくい

勤務体制〉 勤務体制〉

最初は密に，徐々に離れて，時々会える状態 別のチーム・勤務が合わない・話す時間がと

れない

〈前向きに取り組んでいこうとする雰囲気〉 〈忙しい/余裕のない雰囲気〉

勉強会の開催・新しいケア方法の取り入れ 常に時間に追われている・聞きたくても聞け

ない
〈育てていこうとする雰囲気〉

雰囲気 “見守り"・“声かけ誰にでも聞ける・困

っていたらいつでも駆けつけてくれる

〈仲間の一員とみなしてくれる雰囲気〉 〈馴染みにくい雰囲気〉

労いの言葉をかける・一緒に考え悩む 家庭がある人ばかりの部署

〈力量に見合った配分〉 〈力量に見合わない配分〉
仕事の配分

新卒看護師のフォローができる人とのペア 他部署への応援・リーダー業務の導入

〈希望外の部署への配属〉

病棟以外への配属

自己 属
〈受け入れ体制が整っていない部署への

配属〉

先輩看護師が新卒看護師への対応に不慣れ

〈達成度評価表の不備〉

成長度の
チェックリストの不在

評価基準 〈比較群の不在〉

同期がいない部署

〈スタンダードの不明確〉
ケア基準

マニュアルの不備・不在
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Na考 察

1.新卒看護師にとってのサポート

1 )先輩看護師と新卒看護師との関係性の構築

先輩看護師による新卒看護師への関わりのあり方を

検討する際，第一に着目する点は し‘かにして技術習

得の促進を図るかということであろう. しかし，今回

の研究結果では，この r<出来るようになる〉ための関

わり』と共に， r <言える><聞ける><話せる〉関係J
の重要性が明らかとなった.悩みを言えたり，分から

ないことを聞けたり 意見を交わし合えるような関係

が先輩看護師と築けることによって，新卒看護師の心

理的なエネルギーは高められていた.このような先輩

看護師との関係性の重要性は，職場適応に関する研究

の結果でも指摘されており，新卒看護師の職場適応、を

良好にする要因として「相談できる先輩看護師の存

在Jが挙げられている 10ー11)また 新卒看護師と先輩

看護師との認識のズレに関する研究では，新卒看護師

一先輩看護師双方の表現が不足していることによって

ズレが生ずることを指摘し，新卒看護摘が思いを表現

できる場を提供することの必要性を述べている 12)

新卒看護師が先輩看護師と r<言える><聞ける><話

せる〉関係Jを築くためには， r先輩看護師の特性とア

クションjr新卒看護師の特性とアクション』そして

『関係づくりの接点』が介在していることが明らかと

なった.ここでは，先輩看護師側の要困に着目してみ

たい.関係が作り易い先輩看護師の特性として，【“仲

間"になりやすい存在] ~仕事の“できる"存在]【母

親的な存在1という 3つのタイプが明らかとなった.

この結果から新卒看護師が関係性を築きやすい看護師

の要件として，まず年齢・性別といヮた属性，およ

び，性格・価値観・趣味といった内的側面における

“同質性"が挙げられる. しかし“同質性"は関係構

築のための絶対条件ではなく，母親的な“受容性"や

“暖かさ"をもった先輩看護師とも関係は作りやすい

という結果が出た.さらに第3のタイプとして，前述

の2タイプのいずれにも属さない【仕事の“できる"

存在}も，新人看護師にとってはく言える><聞ける〉

〈話せる〉関係を作りやすい先輩看護仰の人物像とし

て浮き彫りになった.新卒看護師は，このようなタイ

プの先輩看護師を信頼し，尊敬するため，頼れる相手

として相談の窓口に選ぶのではないかと考える.ま

た，このタイプには[相手の意見も聞きながら，自分

の意見もきちんと言う」というアサーティブな側面も

含まれており，このような先輩看護師め“アサーテイ

ブ性"も関係性を築くための一助となっていることが

示唆された.

また，関係を作り易くする先輩看護師のアクション

として，【自分をオープンにする j[共同していく 1
1“出来ないこと"“分からないこと"“悩むこと"を保

証する]【新卒看護師の状況に合わせて，アプローチす

る] ~問題をクリアしていけるように導く 1 [“見守って

いる"というサインを出す] [話しをする機会を作る]

が挙げられた.このような先輩看護師の行動には，い

くつかの特徴が見られる. 1点目としては，常に先輩

看護師が上位にあり新卒看護師が下位にあって，その

ランク付けは確固たるものであるといった関係ではな

く，先輩看護師も“自己開示"をし，“相互成長"を認

めるといった“双方向性"の関係を前提としていると

いうことである.さらに 新人看護師に対して“関心

を寄せ新卒看護師の“ありのままの姿を認める"と

いった基本姿勢が中核にあると言えよう.

なお，今回の研究では，新卒看護師と先輩看護師間

の関係性を構築するにあたっては，双方の特性やアク

ションが作用し合うことが示唆されたが，その関連性

については十分な結果が得られるに至らなかった.今

後さらに，双方の関連の仕方に着目して，研究するこ

とが必要であると考える.

2)習得プロセスへのアプローチ

新卒看護師にとっては先輩看護師との関係性が重要

であると同時に，やはりく出来るようになる〉という

体験も重要であった.ここでは先輩看護師による習得

のプロセスへのアプローチについて，本研究の結果よ

り特に着目したい事項に焦点を当てて考察していきた

しE

本研究では，【新卒看護師ができていることは，認め

る・誉める・任せる1ことが，新卒看護師にとって，

心理的なエネルギーを高めることにつながっているこ

とが明らかとなった.このような“認める"“誉める"

“任せる"というアプローチについて言及している研

究では，プリセプター側からの「関心JI見守る」そし

て「認める」といった働きかけが新卒看護師の自己教

育力形成に影響を与えているといった結果l:l)や，新卒

看護師のやる気につながるフィードパック方法として

「できている所は認める，誉める」ことが抽出された

という結果14)が得られている.さらに，杉原ら 15)の新

卒看護師の意欲と先輩看護師からの承認の関係に関す

る研究では，両者に強い相関が認められている.以上

より，“認める"“誉める"“任せる"というアプローチ

は，新卒看護師にとって重要なサポートであるといえ

よう.

しかし，臨床の現場では，このようなアプローチの



意義が十分浸透して実践されているとは言い難いだろ

う.現在多くの施設では新卒看護師の修得度を明確に

するためのチェックリストなどを使用している.本研

究においても，新卒看護師自身が自分の成長の程度を

見極めるために，このような{成長度の評価基準}は

必要であるという結果を得た.しかし，先輩看護師が

この評価基準における目標値にばかりに着服し，その

目標値と新卒看護師の習得状況との比較のみを行って

いると，“出来ていないところ"ばかりに着目してしま

い，なかなか“認める"“誉める"“任せる"というア

プローチはとりにくいのではないだろうか.そのよう

な目標値との比較のみではなく，個々の新卒看護師毎

に入職時や，現時点よりも数ヶ月前の状態との比較を

も心がけ，視点をマイナス点からプラス点へとシフト

させることによって，“認める"“誉める"“任せる"と

いうアプローチは可能になるのではないかと考える.

次に，【根拠を示して説明する]ことがサポートとな

る関わりとして挙げられたが，これは先輩看護師が今

まで、行ってきたやり方を唯一絶対の方法として伝える

ことからの脱却が求められているといえる.看護に

は，今日まで何の疑いも持たずにそれが正しいと信じ

て行ってきた“慣習的方法"がたくさん存在してい

る.先輩看護師が新卒看護師への指導を行う際に大切

にしていることはイ可かという間いに， rキ艮f処'性を明らか

にすること」という回答が最も多かったという調査結

果16)もあり，先輩看護師が“根拠性"を重視して新卒

看護師の指導にあたろうとする動きもみられている.

新卒看護師がケアの“根拠性"を求め，先輩看護師が

これに応じようとする，この呼応した状態において

“慣習的方法"へメスが投じられていくのであろう.

また，サポートとなる関わり方として， [具体的な方

法を示す】【モデルを示す】【ステップを踏ませる:①

手本を見せる]というアプローチが抽出された.この

ようなことから，新卒看護師の習得プロセスに関わる

際には，単に言語のみによる指導ではなく，先輩看護

師自らが実践することを通して，より具体的な方法を

明確に示すことが求められているといえる.よって，

新卒看護師に対してよりサボーテイブな関わりをしよ

うとする際には，まずは先輩看護師自身の実践力が問

われるということになる.

3 )システムの導入とその運用

本研究の対象者が所属する病院では，いずれもプリ

セプターや新人係といった 新卒看護師を主に担当

し，指導や相談の窓口となる先輩看護師を定めるとい

うシステムを導入していた. しかし，このような名称

の先輩看護師を配置するといったことのみでは，十分
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な機能を果たさないことが明らかとなった. f <言え

る><聞ける><話せる〉関係』において，“担当者を明

示する"“役割を明示する"といった[窓口の明示】が

必要であること，また『土壌:働いている場の特性J

では{人的環境]として“プリセプター/新人係と接

触しやすい勤務体制"の必要性が明らかにされた.シ

ステムは導入されるだけでは機能せず，それをいかに

運用するかが問題となる.プリセプターがどのような

役割を果たすのかをきちんと新卒看護師に説明するこ

とや，就職後しばらくの聞はプリセプターと時間を共

にできるよう勤務の調整を図ることなどが必要とされ

る.

また，先行研究では，新卒看護師はプリセプターに

対して感情レベルでの悩みは相談しにくいという結果

も得られている 17)プリセプターが新卒看護師の相談

窓口として十分機能するためには，単にその役割名を

かざすのみではなく， r <言える><聞ける><話せる〉

関係』を意識的に築いていくことが望まれている.

2.先輩看護師に求められているもの

1 )アセスメント能力

本研究において，新卒看護師の心理的エネルギーを

高める関わりとして [新卒看護師のペースを尊重す

る}【新卒看護師の状況に合わせて，アプローチする}

{新卒看護師の力量に見合った仕事の配分をする]と

いうことが挙げられた.これらは 新卒看護師の状況

をきちんと捉えるといった 先輩看護師のアセスメン

ト能力が要求される.また 前項で述べように“認め

る"“誉める"“任せる"というアプローチを行う際に

も，新卒看護師を画一的な評価基準によってのみ評価

するのではなく，個々の新卒看護師の成長度合いをそ

の人の進度に応じて評価していくことが必要であり，

新卒看護師を個別的にアセスメントしていく能力が要

求されているといえよう.

2 )コミュニケーション能力

新卒看護師がコミュニケーション方法を習得するた

めには，先輩看護師が[モデルを示す}ことが有効で

あるという結果を得た.ここでいうコミュニケーショ

ンとは，単に患者一看護師聞のコミュニケーションに

留まらず，医師-看護師間でのやりとりの仕方を身に

つけていくためにも，先輩看護師のモデルは必要であ

ることが明らかとなった.

また， rく言える><聞ける><話せる〉関係』を築き

易い先輩看護師の特性やアクションとして示したよう

に， r相手の意見も聞きながら，自分の意見もきちんと

言うJrわからないことはわからないとはっきり言うJ
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といった“アサーテイブなコミュニケーション"を行

う先輩看護師がサポーティブであると認識されてい

た.一方，新卒看護師が出来ない状況であることを認

めず，新卒看護師の言い分を聞かないといった“攻撃

的なコミュニケーション"は，新卒看護師の心的エネ

ルギーの喪失につながっていた.

このように，新卒看護師をサポートするためには，

患者はもちろんのこと他職種とも良好なコミュニケー

ションが行える先輩看護師の存在が必要とされる.加

えて，先輩看護師はアサーテイブなコミュニケーショ

ン技術を備えていることが望まれている.

3 )看護に対するコミットメン卜

本研究において， ~“できる"先輩の存在] [尊敬する

/目標となる先輩の存在] ~前向きに取り組んでいこう

とする雰囲気】が新人看護師の心理的エネルギーの注

入に関与していることが明らかとなった.先輩看護師

に“率先して仕事をする姿勢"や，“積極的に勉強を行

う姿勢“新しいことを取り入れていこうとする姿

勢"が感じられることが，新卒看護師にとって大きな

意味を持つといえる.さらに，先輩看護者が患者に対

してどのような対応をしているのかが新卒看護師の心

理的エネルギーに影響していることも明らかとなっ

た.新卒看護師からみて，患者に対して素晴らしい対

応をしている先輩看護師が存在していること自体が新

卒看護師にとって心理的なサポートとなり，逆にひど

い対応をしている先輩看護師の存在は新卒看護師の心

理的なエネルギーを低下させている.このように，看

護にコミットし，良いケアを提供している先輩が存在

していることが，新卒看護師の大きなサポートとなっ

ているといえる.

Vロおわりに

今回，新卒看護師が認識する先輩看護師からのサポー

トを明らかにするために面接法を用いた調査を行い，新

卒看護師の生の声に触れることができた.就職後 l年を

迎えようとする新卒看護師は，何も出来すεに毎日毎日新

しいことに挑戦していく時期から，少しずつ一人立ちし

ていくプロセスを経て 自らが先輩となとl時期を迎えて

いた.その過程では 先輩看護師との様々な関わりの場

面が存在し，その関わりによって新卒看護師はエネルギ

ーが注入されたり，時には喪失したりしていることが明

らかとなった.

新卒看護師が多くのエネルギーを得て，活き活きと看

護に従事していくためには，先輩看護師側には様々な能

力が求められると同時に 新卒看護師に対-して関心を寄

せ続けることが望まれている.新卒看護師の心理的エネ

ルギーを高めるような関わりは，果たして先輩看護師の

エネルギーの消耗につながるのだろうか，それとも相互

作用を通してお互いに高め合っていけるのであろうか.

今回は新卒看護師側の体験を探究したが，今後，先輩看

護師が体験する新卒看護師との関わりについても検討し

ていきたい.
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